
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 専門学校 ESPエンタテインメント福岡 
設置者名 学校法人イーエスピー学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

文化・教養 

専門課程 

音楽アーティスト科 
夜 ・

通信 
1406時間 160時間  

声優芸能科 
夜 ・

通信 
1628時間 160時間  

音楽芸能スタッフ科 
夜 ・

通信 
1480時間 160時間  

文化・教養 

専門課程 

音楽アーティスト科

Ⅱ部 

夜 ・

通信 
888時間 90時間  

音楽芸能スタッフ科

Ⅱ部 

夜 ・

通信 
888時間 90時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 なし 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 専門学校 ESPエンタテインメント福岡 
設置者名 学校法人イーエスピー学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社役員 

2017.4.1 

～ 

2020.3.31 

経営計画の策定、組

織運営体制の監査

機能 

非常勤 自営業 

2017.4.1 

～ 

2020.3.31 

経営計画の策定、組

織運営体制の監査

機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校 ESPエンタテインメント福岡 

設置者名 学校法人イーエスピー学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・シラバスの作成については、前年度シラバス及び前年度成績評価、学生出席率を基に、各

学科教務課が次年度シラバスの編成方針案を策定します。編成方針案を基に教務課と教員が

学内教務会議を開催し次年度の編成方針を決定します。 

・シラバス編成方針を教務課と科目担当教員が確認した上で、科目担当教員がシラバス案を

作成、教務会議にて教務課が内容を確認したのちに承認します。 

・シラバスは年度始のオリエンテーションにおいて学生にデータとして配布し、教務課から

授業概要、到達目標、成績評価の方法等の説明を行います。さらに授業冒頭において科目担

当教員から履修メッセージを含め授業概要の詳細な説明を実施しています。シラバスはホー

ムページで広く公表しています。 

授業計画書の公表方法 https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

●成績評価・履修認定について 

・定期試験は学園規則に準じ年間 2 回、前期末および後期末の所定の期間に行います。 

評価 
合格 不合格 

A（優） B（良） C（可） D（不可） E（不履行） 

評点 85 点以上 70 点以上 85 点未満 55 点以上 70 点未満 55 点未満 - 

学則別表に定める「講義」「実習」の別により、それぞれ筆記試験、実技試験を行います。

実技試験においては実習内容に応じた評価項目を作成し、その項目ごとに評点を定め合計点

を評価とします。授業科目によっては授業内で行われた小試験、レポート提出、出席率等の

平常点を評価項目の一つとします。 

A、B、C評価を合格とし履修認定とします。D、Ｅ評価のものは不合格となり補講期間内に、

本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C 評価）となり履修認定とし

ます。 

●進級認定について 

・年間 2 回の試験評価が履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）であることが進級認定

の要件となります。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが進級認定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出席

率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するものと

しています。 

・上記に定めのない事項については、授業担当講師と教務課が協議の上、適正に評価を行い

ます。また最終的な進級認定は教務会の議を経て学校長がこれを行います。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本校は成績評価システムとしてGPA(Grade Point Average)を採用し、A,B,C,D,Eの評価を5 段

階の数値で点数化し（A＝4点、B＝3点、C＝2点、D＝0点、E＝0点）成績評価を行っています。 

また学生個人のGPAを学修指導において活用し、成績の参考値、目標値として設定できるよ

う学科毎にGPAの分布状況を算出しています。 

成績評価と GPA の対象は下記表のとおりとなります。 

判定 合格 不合格 

評価 A B C D E 

GRADE 

POINT 
4 3 2 0 0 

学科、コースにより受講科目数や授業時間数、実習授業の割合等が異なる環境で、習熟度合

を測定する指標としてのGPAを算出する際の計算式は、以下のとおりです。 

（4×A の習得単位数） + （3×B の習得単位数）+ （2×C の習得単位数） 

履修科目全ての単位数合計（A+B+C+D＋E） 

学則に定める「授業時数の単位数への換算」により、年間の習得単位数は講義科目=4単位、

実習科目=2単位として計算しています。上記計算式により算出したものを個人 GPA とし、当

該学科・学年の個人 GPAを昇順に並べて順位付けを行い、学年内の順位を算出します。その

順位により、下位 4 分の１を算出しています。そのため、各学科各学年ごとに、下位 4分の

1 の GPAポイントは異なります。この算出方法は計算式と共に広く公表しております。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
■本校の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）は称号授与（※）の合否判断の

基準となる成績、出席率等の「卒業判定の要件」と、受講するカリキュラムを通して修得を

期待する能力、育成する人物像を示した「教育目標に定める人材育成」に基づき策定してい

ます。 

※本校は 2018年 4 月に開校し 2019年度が完成年度であるため、2020年 3月の卒業生から称

号授与ができるよう推薦申請を 2019年 7月に行います。以下の「称号授与」の取り扱いは

全て同様となります。 

●「卒業判定の要件」 

・年度内の前後期に行われる 2回の試験評価が、履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）

であることが卒業判定の要件となります。不合格判定（D、E）の履修科目は前後期末に行わ

れる補講期間内に、本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）

とすることができます。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが卒業判定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出席

率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するものと

します。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

●「教育目標に定める人材育成」 

本校は教育目標に定める人材を育成するために、修業期間である 2年間の在学中に所属する

学科の教育目標に定めた専門分野に関する知識、技術、並びに教養を習得し、履修科目全て

の試験に合格し所定の出席率を超過した学生に称号を授与します。 

本校の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、各学科の「教育目標に

定める人材育成」を別途定めて公表しています。

https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 

 

https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info


  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 専門学校 ESPエンタテインメント福岡 

設置者名 学校法人イーエスピー学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 
収支計算書又は損益計算書 https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 
財産目録 https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 
事業報告書 https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 
監事による監査報告（書） https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info 

 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 
音楽アーティスト科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

  

  

 昼 

1776 
単位時間／単位 

592 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1184 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1776単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

170人 95人 1人 11人 19人 30人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・シラバスの作成については、前年度シラバス及び前年度成績評価、学生出席率を基に、各

学科教務課が次年度シラバスの編成方針案を策定します。編成方針案を基に教務課と教員が

学内教務会議を開催し次年度の編成方針を決定します。 

・シラバス編成方針を教務課と科目担当教員が確認した上で、科目担当教員がシラバス案を

作成、教務会議にて教務課が内容を確認したのちに承認します。 

・シラバスは年度始のオリエンテーションにおいて学生にデータとして配布し、教務課から

授業概要、到達目標、成績評価の方法等の説明を行います。さらに授業冒頭において科目担

当教員から履修メッセージを含め授業概要の詳細な説明を実施しています。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
●成績評価・履修認定について 

・定期試験は学園規則に準じ年間 2 回、前期末および後期末の所定の期間に行います。 

評価 
合格 不合格 

A（優） B（良） C（可） D（不可） E（不履行） 

評点 85 点以上 70 点以上 85 点未満 55 点以上 70 点未満 55 点未満 - 



  

学則別表に定める「講義」「実習」の別により、それぞれ筆記試験、実技試験を行います。

実技試験においては実習内容に応じた評価項目を作成し、その項目ごとに評点を定め合計点

を評価とします。授業科目によっては授業内で行われた小試験、レポート提出、出席率等の

平常点を評価項目の一つとします。 

A、B、C評価を合格とし履修認定とします。D、Ｅ評価のものは不合格となり補講期間内に、

本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）となり履修認定とし

ます。 

●進級認定について 

・年間 2 回の試験評価が履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）であることが進級認定

の要件となります。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが進級認定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

としています。 

・上記に定めのない事項については、授業担当講師と教務課が協議の上、適正に評価を行い

ます。また最終的な進級認定は教務会の議を経て学校長がこれを行います。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

■本校の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）は称号授与（※）の合否判断の

基準となる成績、出席率等の「卒業判定の要件」と、受講するカリキュラムを通して修得を

期待する能力、育成する人物像を示した「教育目標に定める人材育成」に基づき策定してい

ます。 

※本校は 2018年 4 月に開校し 2019年度が完成年度であるため、2020年 3 月の卒業生から

称号授与ができるよう推薦申請を 2019 年 7月に行います。以下の「称号授与」の取り扱い

は全て同様となります。 

●「卒業判定の要件」 

・年度内の前後期に行われる 2回の試験評価が、履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）

であることが卒業判定の要件となります。不合格判定（D、E）の履修科目は前後期末に行わ

れる補講期間内に、本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）

とすることができます。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが卒業判定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

とします。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

●「教育目標に定める人材育成」 

本校は教育目標に定める人材を育成するために、修業期間である 2年間の在学中に所属する

学科の教育目標に定めた専門分野に関する知識、技術、並びに教養を習得し、履修科目全て

の試験に合格し所定の出席率を超過した学生に称号を授与します。 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を音楽アーティスト科の教育目標と定めています。 
一、理論や類例を通じて得る知識量と反復実践において獲得するテクニックを包括し、エンタテイナ

ーとして即戦力となりうる高度な技術力の習得 

一、ワークショップや討議などを通じてエンタテイナーとしての美学や哲学など多様な感性を磨き、

ステージにおけるケーススタディーを通じて観衆を魅了しうるパフォーマンス力の習得 

一、専門分野における基礎課程を土台とした作品制作における技術や知識の組み合わせ、及び実験を

試みながら新時代に対応しうる創造性やクリエイティビティ―の習得 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を音楽アーティスト科の育成人物像と定めています。 
一、新技術などの革新的事象に対する柔軟な受容を行え、新たな時代に対応しうる知的な好奇心を持

った人材 



  

一、グローバル化の進行の中で多様な文化や価値観を尊重する国際性豊かで多角的な視点を持った人

材 

一、産業界の慣習を理解し、ビジネス慣行に対応した社会性を実践しうる礼節豊かな人材 

学修支援等 

（概要） 
●個別相談・指導等の対応 

最低年間 2 回の個人面談実施、必要に応じ適宜面談実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ―――      人 

（100％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 Excel表計算処理技能検定  

（備考）（任意記載事項） 

 ※前年度（2018年度）開校の為、卒業生なし 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

54  人 8  人  15 ％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由・入学後の進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学内教務課職員、教員による個別面談を、年間 3～4回実施。 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 
声優芸能科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

  

  

 昼 

1776 
単位時間／単位 

740 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1036 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1776単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

30人 12人 0人 2人 3人 5人 



  

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・シラバスの作成については、前年度シラバス及び前年度成績評価、学生出席率を基に、各

学科教務課が次年度シラバスの編成方針案を策定します。編成方針案を基に教務課と教員が

学内教務会議を開催し次年度の編成方針を決定します。 

・シラバス編成方針を教務課と科目担当教員が確認した上で、科目担当教員がシラバス案を

作成、教務会議にて教務課が内容を確認したのちに承認します。 

・シラバスは年度始のオリエンテーションにおいて学生にデータとして配布し、教務課から

授業概要、到達目標、成績評価の方法等の説明を行います。さらに授業冒頭において科目担

当教員から履修メッセージを含め授業概要の詳細な説明を実施しています。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

●成績評価・履修認定について 

・定期試験は学園規則に準じ年間 2 回、前期末および後期末の所定の期間に行います。 

評価 
合格 不合格 

A（優） B（良） C（可） D（不可） E（不履行） 

評点 85 点以上 70 点以上 85 点未満 55 点以上 70 点未満 55 点未満 - 

学則別表に定める「講義」「実習」の別により、それぞれ筆記試験、実技試験を行います。

実技試験においては実習内容に応じた評価項目を作成し、その項目ごとに評点を定め合計点

を評価とします。授業科目によっては授業内で行われた小試験、レポート提出、出席率等の

平常点を評価項目の一つとします。 

A、B、C評価を合格とし履修認定とします。D、Ｅ評価のものは不合格となり補講期間内に、

本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）となり履修認定とし

ます。 

●進級認定について 

・年間 2 回の試験評価が履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）であることが進級認定

の要件となります。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが進級認定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

としています。 

・上記に定めのない事項については、授業担当講師と教務課が協議の上、適正に評価を行い

ます。また最終的な進級認定は教務会の議を経て学校長がこれを行います。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
■本校の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）は称号授与（※）の合否判断の

基準となる成績、出席率等の「卒業判定の要件」と、受講するカリキュラムを通して修得を

期待する能力、育成する人物像を示した「教育目標に定める人材育成」に基づき策定してい

ます。 

※本校は 2018年 4 月に開校し 2019年度が完成年度であるため、2020年 3 月の卒業生から

称号授与ができるよう推薦申請を 2019 年 7月に行います。以下の「称号授与」の取り扱い

は全て同様となります。 

●「卒業判定の要件」 

・年度内の前後期に行われる 2回の試験評価が、履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）

であることが卒業判定の要件となります。不合格判定（D、E）の履修科目は前後期末に行わ

れる補講期間内に、本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）

とすることができます。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 



  

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが卒業判定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

とします。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

●「教育目標に定める人材育成」 

本校は教育目標に定める人材を育成するために、修業期間である 2年間の在学中に所属する

学科の教育目標に定めた専門分野に関する知識、技術、並びに教養を習得し、履修科目全て

の試験に合格し所定の出席率を超過した学生に称号を授与します。 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を声優芸能科の教育目標と定めています。 
一、声優、俳優の土台となる、発声法、発音法、呼吸法を基に美しい響きを持った正しい日本語で正

しい情報を伝達することができる専門的知識と技術の習得 

一、多くの戯曲と作品に触れ創作を通して、脚本や創作意図を理解し解釈する力、自ら思考し役柄の

個性を表現する力、他者に伝えるための演劇的な説得力の習得 

一、様々なメディアにおいて対応するための、歌唱、アフレコ、ダンス、殺陣、ナレーション等、そ

れぞれの専門分野における基礎技術と応用技術の習得 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を声優芸能科の育成人物像と定めています。 
一、実践的なカリキュラムの中でグループ内フィードバックやディスカッションを行い培った、協調

性、礼儀作法、対話力等の基本資質を持った人材 

一、インターネット上の多様化するメディアにおいてのコミュニケーション能力と、独創的な自己プ

ロデュース能力を持った人材 

一、メディアは演者と裏方の共同作業によって制作されていることを理解し、自身が取り組む分野で

の技術の研鑚に励みつつ、相手への尊敬の念を持ち豊かな人間関係を構築できる人材 

 

学修支援等 

（概要） 

●個別相談・指導等の対応 

最低年間 2 回の個人面談実施、必要に応じ適宜面談実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ―――      人 

（100％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 Excel表計算処理技能検定  

（備考）（任意記載事項） 

 ※前年度（2018年度）開校の為、卒業生なし 

 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 5 人 0 人  0 ％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学内教務課職員、教員による個別面談を、年間 3～4回実施。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 
音楽芸能スタッフ科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

  

  

 昼 

1776 
単位時間／単位 

740 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1036 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1776単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140人 92人 4人 10人 6人 16人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・シラバスの作成については、前年度シラバス及び前年度成績評価、学生出席率を基に、各

学科教務課が次年度シラバスの編成方針案を策定します。編成方針案を基に教務課と教員が

学内教務会議を開催し次年度の編成方針を決定します。 

・シラバス編成方針を教務課と科目担当教員が確認した上で、科目担当教員がシラバス案を

作成、教務会議にて教務課が内容を確認したのちに承認します。 

・シラバスは年度始のオリエンテーションにおいて学生にデータとして配布し、教務課から

授業概要、到達目標、成績評価の方法等の説明を行います。さらに授業冒頭において科目担

当教員から履修メッセージを含め授業概要の詳細な説明を実施しています。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
●成績評価・履修認定について 

・定期試験は学園規則に準じ年間 2 回、前期末および後期末の所定の期間に行います。 

評価 
合格 不合格 

A（優） B（良） C（可） D（不可） E（不履行） 

評点 85 点以上 70 点以上 85 点未満 55 点以上 70 点未満 55 点未満 - 

学則別表に定める「講義」「実習」の別により、それぞれ筆記試験、実技試験を行います。

実技試験においては実習内容に応じた評価項目を作成し、その項目ごとに評点を定め合計点

を評価とします。授業科目によっては授業内で行われた小試験、レポート提出、出席率等の

平常点を評価項目の一つとします。 

A、B、C評価を合格とし履修認定とします。D、Ｅ評価のものは不合格となり補講期間内に、

本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）となり履修認定とし

ます。 



  

●進級認定について 

・年間 2 回の試験評価が履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）であることが進級認定

の要件となります。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが進級認定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

としています。 

・上記に定めのない事項については、授業担当講師と教務課が協議の上、適正に評価を行い

ます。また最終的な進級認定は教務会の議を経て学校長がこれを行います。 

 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
■本校の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）は称号授与（※）の合否判断の

基準となる成績、出席率等の「卒業判定の要件」と、受講するカリキュラムを通して修得を

期待する能力、育成する人物像を示した「教育目標に定める人材育成」に基づき策定してい

ます。 

※本校は 2018年 4 月に開校し 2019年度が完成年度であるため、2020年 3 月の卒業生から

称号授与ができるよう推薦申請を 2019 年 7月に行います。以下の「称号授与」の取り扱い

は全て同様となります。 

●「卒業判定の要件」 

・年度内の前後期に行われる 2回の試験評価が、履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）

であることが卒業判定の要件となります。不合格判定（D、E）の履修科目は前後期末に行わ

れる補講期間内に、本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）

とすることができます。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが卒業判定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

とします。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

●「教育目標に定める人材育成」 

本校は教育目標に定める人材を育成するために、修業期間である 2年間の在学中に所属する

学科の教育目標に定めた専門分野に関する知識、技術、並びに教養を習得し、履修科目全て

の試験に合格し所定の出席率を超過した学生に称号を授与します。 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を音楽芸能スタッフ科の教育目標と定めています。 
一、授業内で使用した様々な機器の名称、役割、正しい接続方法、基本的な操作技術を習得している

こと 

一、授業内のグループワーク、プレゼンテーション、ディスカッション等で学んだ音楽スタッフそれ

ぞれの役割と演者との関係性を理解し、実践的なイベントにおいて活かすことのできるコミュニケー

ション能力を習得していること 

一、様々な環境や条件を想定した授業を受講した結果として、いかなる場面においても音楽スタッフ

として、それぞれの役割の上で臨機応変に対応できる能力を習得していること 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を音楽芸能スタッフ科の育成人物像と定めています。 
一、社会において自己の確立を目指し自己の適性を理解し、キャリアプランニングに活かすことがで

きる人材 

一、自ら考え行動し自己の洞察力を磨くことで培った、問題点を分析し解決する能力を持った人材 

一、進路に関連する知識、技術の習得を追求し、自己研鑽できる意思を持った人材 

 

 

 

 



  

学修支援等 

（概要） 
●個別相談・指導等の対応 

最低年間 2 回の個人面談実施、必要に応じ適宜面談実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ―――      人 

（100％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word 文書処理技能認定試験 Excel 表計算処理技能検定 Illustrator クリエイター能

力認定試験 色彩検定 ProTools技術認定試験 映像音響処理技術者 舞台機構調整技

能士 

（備考）（任意記載事項） 

 ※前年度（2018年度）開校の為、卒業生なし 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

44  人 5  人  11 ％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由・入学後の進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学内教務課職員、教員による個別面談を、年間 3～4回実施。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 

音楽アーティスト科

Ⅱ部 
  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

  

  

 夜 

1036 
単位時間／単位 

296 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

740 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1036単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

68人 24人 1人 3人 4人 7人 

 



  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
・シラバスの作成については、前年度シラバス及び前年度成績評価、学生出席率を基に、各

学科教務課が次年度シラバスの編成方針案を策定します。編成方針案を基に教務課と教員が

学内教務会議を開催し次年度の編成方針を決定します。 

・シラバス編成方針を教務課と科目担当教員が確認した上で、科目担当教員がシラバス案を

作成、教務会議にて教務課が内容を確認したのちに承認します。 

・シラバスは年度始のオリエンテーションにおいて学生にデータとして配布し、教務課から

授業概要、到達目標、成績評価の方法等の説明を行います。さらに授業冒頭において科目担

当教員から履修メッセージを含め授業概要の詳細な説明を実施しています。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
●成績評価・履修認定について 

・定期試験は学園規則に準じ年間 2 回、前期末および後期末の所定の期間に行います。 

評価 
合格 不合格 

A（優） B（良） C（可） D（不可） E（不履行） 

評点 85 点以上 70 点以上 85 点未満 55 点以上 70 点未満 55 点未満 - 

学則別表に定める「講義」「実習」の別により、それぞれ筆記試験、実技試験を行います。

実技試験においては実習内容に応じた評価項目を作成し、その項目ごとに評点を定め合計点

を評価とします。授業科目によっては授業内で行われた小試験、レポート提出、出席率等の

平常点を評価項目の一つとします。 

A、B、C評価を合格とし履修認定とします。D、Ｅ評価のものは不合格となり補講期間内に、

本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）となり履修認定とし

ます。 

●進級認定について 

・年間 2 回の試験評価が履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）であることが進級認定

の要件となります。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが進級認定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

としています。 

・上記に定めのない事項については、授業担当講師と教務課が協議の上、適正に評価を行い

ます。また最終的な進級認定は教務会の議を経て学校長がこれを行います。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

■本校の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）は称号授与（※）の合否判断の

基準となる成績、出席率等の「卒業判定の要件」と、受講するカリキュラムを通して修得を

期待する能力、育成する人物像を示した「教育目標に定める人材育成」に基づき策定してい

ます。 

※本校は 2018年 4 月に開校し 2019年度が完成年度であるため、2020年 3 月の卒業生から

称号授与ができるよう推薦申請を 2019 年 7月に行います。以下の「称号授与」の取り扱い

は全て同様となります。 

●「卒業判定の要件」 

・年度内の前後期に行われる 2回の試験評価が、履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）

であることが卒業判定の要件となります。不合格判定（D、E）の履修科目は前後期末に行わ

れる補講期間内に、本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）

とすることができます。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが卒業判定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出



  

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

とします。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

●「教育目標に定める人材育成」 

本校は教育目標に定める人材を育成するために、修業期間である 2年間の在学中に所属する

学科の教育目標に定めた専門分野に関する知識、技術、並びに教養を習得し、履修科目全て

の試験に合格し所定の出席率を超過した学生に称号を授与します。 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を音楽アーティスト科Ⅱ部の教育目標と定めています。 
一、理論や類例を通じて得る知識量と反復実践において獲得するテクニックを包括し、エンタテイナ

ーとして即戦力となりうる高度な技術力の習得 

一、ワークショップや討議などを通じてエンタテイナーとしての美学や哲学など多様な感性を磨き、

ステージにおけるケーススタディーを通じて観衆を魅了しうるパフォーマンス力の習得 

一、専門分野における基礎課程を土台とした作品制作における技術や知識の組み合わせ、及び実験を

試みながら新時代に対応しうる創造性やクリエイティビティ―の習得 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を音楽アーティスト科Ⅱ部の育成人物像と定めています。 
一、新技術などの革新的事象に対する柔軟な受容を行え、新たな時代に対応しうる知的な好奇心を持

った人材 

一、グローバル化の進行の中で多様な文化や価値観を尊重する国際性豊かで多角的な視点を持った人

材 

一、産業界の慣習を理解し、ビジネス慣行に対応した社会性を実践しうる礼節豊かな人材 

 

学修支援等 

（概要） 
●個別相談・指導等の対応 

最低年間 2 回の個人面談実施、必要に応じ適宜面談実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ―――      人 

（100％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 Excel表計算処理技能検定  

（備考）（任意記載事項） 

※前年度（2018 年度）開校の為、卒業生なし 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 5 人 2 人  40 ％ 



  

（中途退学の主な理由） 

経済的理由・入学後の進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学内教務課職員、教員による個別面談を、年間 3～4回実施。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 

音楽芸能スタッフ科

Ⅱ部 
  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

  

  

 夜 

1036 
単位時間／単位 

444 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

592 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1036単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

62人 15人 0人 2人 3人 5人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
・シラバスの作成については、前年度シラバス及び前年度成績評価、学生出席率を基に、各

学科教務課が次年度シラバスの編成方針案を策定します。編成方針案を基に教務課と教員が

学内教務会議を開催し次年度の編成方針を決定します。 

・シラバス編成方針を教務課と科目担当教員が確認した上で、科目担当教員がシラバス案を

作成、教務会議にて教務課が内容を確認したのちに承認します。 

・シラバスは年度始のオリエンテーションにおいて学生にデータとして配布し、教務課から

授業概要、到達目標、成績評価の方法等の説明を行います。さらに授業冒頭において科目担

当教員から履修メッセージを含め授業概要の詳細な説明を実施しています。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

●成績評価・履修認定について 

・定期試験は学園規則に準じ年間 2 回、前期末および後期末の所定の期間に行います。 

評価 
合格 不合格 

A（優） B（良） C（可） D（不可） E（不履行） 

評点 85 点以上 70 点以上 85 点未満 55 点以上 70 点未満 55 点未満 - 

学則別表に定める「講義」「実習」の別により、それぞれ筆記試験、実技試験を行います。

実技試験においては実習内容に応じた評価項目を作成し、その項目ごとに評点を定め合計点

を評価とします。授業科目によっては授業内で行われた小試験、レポート提出、出席率等の

平常点を評価項目の一つとします。 

A、B、C評価を合格とし履修認定とします。D、Ｅ評価のものは不合格となり補講期間内に、

本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）となり履修認定とし

ます。 

●進級認定について 

・年間 2 回の試験評価が履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）であることが進級認定

の要件となります。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが進級認定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出



  

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

としています。 

・上記に定めのない事項については、授業担当講師と教務課が協議の上、適正に評価を行い

ます。また最終的な進級認定は教務会の議を経て学校長がこれを行います。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
■本校の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）は称号授与（※）の合否判断の

基準となる成績、出席率等の「卒業判定の要件」と、受講するカリキュラムを通して修得を

期待する能力、育成する人物像を示した「教育目標に定める人材育成」に基づき策定してい

ます。 

※本校は 2018年 4 月に開校し 2019年度が完成年度であるため、2020年 3 月の卒業生から

称号授与ができるよう推薦申請を 2019 年 7月に行います。以下の「称号授与」の取り扱い

は全て同様となります。 

●「卒業判定の要件」 

・年度内の前後期に行われる 2回の試験評価が、履修科目全てにおいて合格判定（A、B、C）

であることが卒業判定の要件となります。不合格判定（D、E）の履修科目は前後期末に行わ

れる補講期間内に、本校が定める内容の補講レポートを提出することで合格判定（C評価）

とすることができます。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

・履修科目全ての開講授業数と出席数から算出した「出席率」において、年間 80 パーセン

ト以上であることが卒業判定の要件となります。80パーセント未満であった場合には、出

席率に応じた本校の定める補講レポートを提出することで不足した出席数を充足するもの

とします。尚、1年次において進級判定の要件も同様としています。 

●「教育目標に定める人材育成」 

本校は教育目標に定める人材を育成するために、修業期間である 2年間の在学中に所属する

学科の教育目標に定めた専門分野に関する知識、技術、並びに教養を習得し、履修科目全て

の試験に合格し所定の出席率を超過した学生に称号を授与します。 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を音楽芸能スタッフ科Ⅱ部の教育目標と定めています。 
一、授業内で使用した様々な機器の名称、役割、正しい接続方法、基本的な操作技術を習得している

こと 

一、授業内のグループワーク、プレゼンテーション、ディスカッション等で学んだ音楽スタッフそれ

ぞれの役割と演者との関係性を理解し、実践的なイベントにおいて活かすことのできるコミュニケー

ション能力を習得していること 

一、様々な環境や条件を想定した授業を受講した結果として、いかなる場面においても音楽スタッフ

として、それぞれの役割の上で臨機応変に対応できる能力を習得していること 

◎「卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）」の「教育目標に定める人材育成」

から、以下抜粋事項を音楽芸能スタッフ科Ⅱ部の育成人物像と定めています。 
一、社会において自己の確立を目指し自己の適性を理解し、キャリアプランニングに活かすことがで

きる人材 

一、自ら考え行動し自己の洞察力を磨くことで培った、問題点を分析し解決する能力を持った人材 

一、進路に関連する知識、技術の習得を追求し、自己研鑽できる意思を持った人材 

 

学修支援等 

（概要） 

●個別相談・指導等の対応 

最低年間 2 回の個人面談実施、必要に応じ適宜面談実施 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ―――      人 

（100％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

―――    人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word 文書処理技能認定試験 Excel 表計算処理技能検定 Illustrator クリエイター能

力認定試験 色彩検定 ProTools技術認定試験 映像音響処理技術者 舞台機構調整技

能士 

（備考）（任意記載事項） 

※前年度（2018 年度）開校の為、卒業生なし 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 3 人 0 人   0 ％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学内教務課職員、教員による個別面談を、年間 3～4回実施。 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載

事項） 

音楽アーティスト科   

200,000 円 

 

600,000 円 

 

 

700,000 円 

※選考料 

AO入学 10,000円 

推薦/一般入学 20,000円 

 

 声優芸能科   

音楽芸能スタッフ科   

音楽アーティスト科Ⅱ部   

200,000 円 

 

 

 

300,000 円 

 

 

 

350,000 円 

※選考料 

AO入学 10,000円 

推薦/一般入学 20,000円 

 
       

音楽芸能スタッフ科Ⅱ部 

修学支援（任意記載事項） 

・イーエスピー学園卒業生/在校生兄弟姉妹特別奨学生制度(入学後 10万円) 



  

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.esp.ac.jp/fukuoka/introduction/info  
 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

【体制】 

本校では音楽、芸能、声優等、設置学科に関連する福岡県内の企業・団体と共に、在

校生の保護者、卒業生、地域住民を評価委員とした「学校関係者評価委員会」を組織

することとします。 

【実施方法】 

学校関係者評価委員会では本校職員で組織する自己評価委員会により作成された「自

己評価報告書」に基づき、評価項目である学校の運営状況、教育活動状況、学修成果

として卒業生の進路の状況等を報告します。学校関係者評価委員会は報告書の内容を

受け、客観的な視点から現状を点検・評価します。 

 

本校職員以外の学校関係者評価委員会を組織、実施することによって、透明性を高め

ると共に学校に対しての理解、連携、協力による「改善」を図ることを基本方針とし

ます。 

【評価項目】 

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目 

（１）理念・目標 （１）理念・目的・育成人材像 

（２）学校運営 （２）学校運営 

（３）教育活動 （３）教育活動 

（４）学修成果 （４）学修成果 

（５）学生支援 （５）学生支援 

（６）教育環境 （６）教育環境 

（７）学生の受入れ募集 （７）学生の募集と受入れ 

（８）財務 （８）財務 

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守 

（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献 

 

 

 

 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

2020 年度から評価を確実に実施する

ために委員の選任を行う 

  

   

   

   



  

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

2020年度から評価を確実に実施・公表する 

 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.esp.ac.jp/fukuoka/ 

 


